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論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 
審査結果に至った理由:論文タイトルの再考、サブグループ解析の方法、人種差解析を含め
た先行研究との関連データの整合性、さらにはダビガトランの方がワルファリンに比べて、
脳卒中/全身性塞栓症の発症率が低いことを明らかにするための手法に関して明確に論述で
きていると判断した。また、得られた結果のバリデーションについては、適切に行われてい
た。ワルファリンよりダビガトランの方を推奨する理由について薬理学的観点から深く考察
なされていた。以上、審査委員からの質疑に対して忠実に解説し、論文作成がなされていた
ことから、最終的に「合」と判断した。 
 
